
120万kW

60万kW

1262万kW
30万kW

140万kW

北海道
450万kW

東北
1,322万kW

東京
5,093万kW

中部
2,623万kW

中国
1,112万kW

九州
1,634万kW

周波数変換設備

交直変換設備
50Hz60Hz

240万kW

※ の中の数値は2013年8月の最大需要電力
（全国合計では1億5,906万kW）
※赤字の数値は地域間連系線の送電容量

※2020年度を目標に210万kWまで増
強。それ以降できるだけ早期に３００
万kWまで増強。

※既に決定されている
90万kWまでの増
強を早期に実現。

北陸
526万kW

2,816万kW
関西

557万kW1666万kW

557万kW557万kW

沖縄
152万kW

四国
549万kW

我が国の送配電網
l これまで、電力会社の供給エリアごとに送配電網が整備されてきた。
l このような歴史的経緯から、エリア間の「地域間連系線」や、東日本と西日本とを繋ぐ周波数
変換設備の容量が小さい
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既存電力会社Ａ
送配電（独占の規制部門）発電（競争部門） 小売（競争部門）
既存電力会社Ａ 既存電力会社Ａ

新電力Ｃ発電事業者Ｂ
競争相手 競争相手

同一主体 同一主体

①自社の発電所の
接続を優先

中立性を損なう
問題の例

②送配電部門の利用
ルールが公平に適用
されない

③送配電事業で知り得た
情報を自社営業に目的
外利用

l 誰でも公平・平等に送配電網を利用できるよう、送配電部門を独立（発送電分離）。
l 主要な先進国においても、小売の全面自由化の際には発送電分離が通例。
l 2020年4月1日に、送配電部門は発電・小売部門とは別会社化（法的分離）。

送配電部門の中立化
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今回の御報告内容

卸電力市場の主要指標
○ 2015年4月～9月期（以下「当期間」という。）における主要指標は、次の通り。

’15年4月～’15年9月

1.1倍

1.2倍

76億kWh

1.2倍

2.0％

10.9円/kWh

54%

4,166億kWh

2,718億kWh

205億kWh

6.6億kWh

1.4倍

10.8円/kWh

小
売
市
場

（
参
考
）

※

1

販
売
電
力
量

売入札量前年対比

買入札量前年対比

約定量

約定量前年対比

販売電力量に対するシェア

平均約定価格
（システムプライス）

東西市場分断発生率

特定規模需要

新電力

約定量

約定量前年対比

平均約定価格
（システムプライス）

ス
ポ
ッ
ト
市
場

入
札

約
定

時
間
前
市
場

約
定

卸
電
力
取
引
所

1.2倍

1.1倍

63億kWh

1.2倍

1.6%

15.5円/kWh

26%

4,192億kWh

2,740億kWh

153億kWh

4.7億kWh

1.0倍

15.4円/kWh

（参考）前年同期間
（’14年4月～’14年9月）

1.3倍

1.2倍

124億kWh

1.2倍

1.5%

14.7円/kWh

29%

8,554億kWh※2

5,378億kWh

315億kWh

8.6億kWh

1.0倍

14.4円/kWh

（参考）2014年度

2015年4月
～2015年9月期

※1出所：経済産業省資源エネルギー庁電力調査統計
※2電力調査統計の訂正に伴い、前回「8,529億kWh」より更新

電力取引監視等委員会
第４回制度設計専門会合資料抜粋



電力会社の選択を左右する要素

○ 電力会社選定時の一番のポイントは料金水準。さらに、料金メニューや契約手続きの分かりやすさや、料金メニューが自分

に合っているか、サービス品質といった、消費者にとっての直接的な便益が重視される傾向にあり、よく知られている企業で
あるかといった要素はあまり重視されていない。

電力会社の選択時に重視する項目

わからない・特にない 11%

その他 1%1%

地元の企業 11%1%

よく知られた企業であること 17%2%

企業イメージの良さ 17%2%

再生可能エネルギーの
使用量の多さ 23%4%

電力会社の切替えに制約
がない契約であること 32%3%

顧客対応等のサービス品質 39%8%

ライフスタイル（生活パターン）
にあった料金メニュー 39%10%

料金メニューや契約手続きの
分かりやすさ 48%9%

料金の安さ 76%49%

14%

電力会社の切替えに
制約があること

わからない・特にない

地元以外の企業 3%

再生可能エネルギーの
使用量が少ない 11%

ライフスタイル（生活パターン）
にあった料金メニューがない 23%

企業イメージが悪い 29%

顧客対応等の
サービス品質が悪い 38%

料金メニューや契約手続きが
分かりにくい 40%

料金が切り替え前より
高くなる 67%

26%

あまり知られていない
企業であること 13%

最も影響の大きい理由

２番目以降の理由（複数回答）

他の条件が良くても、これに該当したら選択しないという要素

Q 今後、あなたが電気を購入する電力会社を選択する場合、何を重視して選択するこ
とになると思いますか。あてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
Q 電力会社を選択する場合に重視すると回答されたもののうち、一番重視するものはど
れでしょうか。

Q 電力会社を選択する場合に、他の条件が良くても、これに該当したら選択しない、とい
う要素はどれでしょうか。あてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）

第６回制度設計ＷＧ資料（平成26年6月23日）
「小売自由化に関する国民意識調査の結果概要に
ついて」 抜粋
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9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

1990 1995 2000 2005 2010

再エネ賦課金
燃料費
燃料費・再エネ賦課金以外

我が国におけるこれまでの電力システム改革の成果（コストの低減）

電気料金（電灯・電力）の推移（円/kWh）
•第一次電気事業制度改革

– 卸売参入の自由化
•第二次電気事業制度改革

– 小売部分自由化（特別高圧のみ）
•第三次電気事業制度改革

– 小売自由化範囲の拡大（高圧まで）

〔燃料費/再エネ賦課金以外〕
▲5.39円/kWh
（▲32%）

21.1

13.6

2.4

15.4

16.1

19.2

17.0

3.1

17.82.3

12.7

15.8

19.3

8.9

15.4

2.5

11.6

3.8

円/kWh

2014

（参考）主な費用項目別の寄与
減価償却費：▲1.33円/kWh
修繕費 ：▲0.98円/kWh
人件費 ：▲0.80円/kWh

0.6

l これまでの制度改革により、電力会社のコストは着実に低減。
l 震災以降の燃料費増で料金は上昇したが、燃料費・再エネ賦課金以外は32%低下。
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誰から買っても家庭に届く電気の「質」は同じです

l ある発電所で発電した電気は送電線の中で他の発電所で発電した電気と混ざる。
l これは複数の蛇口（＝発電所）からプール（＝送電線）に注がれた水（＝電気）
が、プールの中で混ざり合うことと同様。

l 家庭で電気を使う際には、プールで混ざり合った水が水道から出てくることと同様に、どの
発電所で発電された電気か区別されずに届けられることになる。
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発電所 発電所

需要家 需要家

（送電線の中で）混ざり合う

混ざり合った電気が届けられる

発電

送配電

小売

「電気をつくる」

「電気を運ぶ」

「電気を売る」


